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重要港湾小名浜港・相馬港海上出入貨物量
【平成２４年（１～１２月）速報値】

【概要】

○ 小名浜港・相馬港の取扱貨物量の合計は、２３,４２４，９６９トン
で、平成２２年※１と比べ３，１４３，０３４トン（＋１５．５％）
増加しました。

○ このうち、小名浜港・相馬港のコンテナ取扱貨物量※２は、７,９９４
ＴＥＵで、７,２７０ＴＥＵ※３（▲４７．６％）減少しました。
※１ 東北地方太平洋沖地震による施設の被災で、平成２３年は貨物量が大きく減少したので、

増減比較対象期間を平成２２年としています。

※２ コンテナ取扱貨物量は、実入りで空コンテナは含みません。

※３ ＴＥＵは、コンテナ本数を２０フィートコンテナに換算した場合の単位です。

【全体貨物量】
○ 小名浜港は、１７，８８４，２０５トンで平成２２年と比べ
３，０３１，０３１トン（＋２０．４％）増加しました。
＜主な増加要因＞
発電所向け重油、原油の取扱量が増加したため。

○ 相馬港は、５，５４０，７６４トンで平成２２年と比べ１１２，００３
トン（＋２．１％）増加しました。
＜主な増加要因＞
公共事業向け砂利、砂の取扱量が増加したため。

◎主要取扱貨物
港名 順位 貨物種類 貨物量（ﾄﾝ） 対２２年増減 構成比

１ 石 炭 ６,１９３,０６７ ＋ １２０,５４２ 34.6%
小名浜 ２ 重 油 ３,８０５,９６９ ＋２,５２４,７９２ 21.3%

３ 原 油 ２,５６１,２６２ ＋ ９３８,８４９ 14.3%
１ 石 炭 ４,７９８,７２４ ＋ ３１７,９１５ 86.6%

相馬港 ２ 砂利・砂 ２１０，９２４ ＋ １５０,６９４ 3.8%
３ 重 油 １４０，０００ ＋ ４５,７６０ 2.5%

◎過去１０年の取扱貨物量（過去１０年）
「別表１」のとおり。

【小名浜港コンテナ取扱貨物量】
○ 小名浜港のコンテナ取扱貨物量は、７，９２６ＴＥＵで平成２２年と比
べ７，０４１ＴＥＵ（▲４７．０％）減少しました。

○ 輸移出は、２，４８６ＴＥＵで平成２２年と比べ２，８１３ＴＥＵ
（▲５３．１％）減少しました。

○ 輸移入は、５，４４０ＴＥＵで平成２２年と比べ４，２２８ＴＥＵ
（▲４３．７％）減少しました。
＜主な減少要因＞
外貿定期コンテナ航路が平成２４年４月まで休止していたため。



◎主要取扱貨物
輸出入 順位 中分類 貨物量（TEU） 対２２年増減 構成比

１ ゴム製品 １，１６４ － ４９ 46.8%
輸移出 ２ 合成樹脂等 ３７０ －１，１５０ 14.9%

３ 再利用資材 ３４２ － ５８４ 13.8%
１ 製材 ２，９６４ ＋ ５１８ 54.5%

輸移入 ２ 非金属鉱物 ５４１ － ７９５ 9.9%
３ 化学薬品 ４５９ － ８０７ 8.4%

◎取扱貨物量の推移（過去１０年）
「別表２」のとおり

【相馬港コンテナ取扱貨物量】
○ 相馬港のコンテナ取扱貨物量は、６８ＴＥＵで、平成２２年と比べ
２２９ＴＥＵ（▲７７．１％）減少しました。

○ 移出は６８ＴＥＵで平成２２年と比べ１６０ＴＥＵ（▲７０．２％）減
少しました。

○ 移入はなく、平成２２年と比べ６９ＴＥＵ減少（全減）しました。
＜主な減少要因＞施設の機能が十分に復旧していないため。

◎取扱貨物量の推移
「別表３」のとおり。


